















































































への参加（吹奏楽部）、rフラワーボランティア活動」年 6回、生徒 ・保護者 ・おやじの会 ・
町会 ・教師で参加する「校内美化ボランティア」、 「標語大会」の優秀作品を校舎周りに








































































目標（例） 「素早い行動、気配りで、 喜ばれる仕事を しよう。」
一
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〇希望者は全員参加の原則
近年、参加生徒が増え、主催者側の受入数を超えてしまうことが少なくない。生徒は
自分から進んで参加申込をしている。できるなら申し出た生徒は全員参加をさせていき
たい。そのために、前半チームと後半チームに分け参加させる、学校で臨時の活動をさ
せる、などの工夫をしている。定員限定で募集することもあるが、そのような際には、
仕事を多くしていただくよう依頼することもある。
VI大人の側のボランティア活動
学校は、学校だけの指導で完結できるものではない。保護者や地域の方々とともに知恵
や協力を出し合い、成り立っている。本校でも、多くの「大人」の方々の理解、支援、連
携をいただいている。
0 校内美化活動
校内の美化活動として、年に 1回校内のペンキ塗りボランティアを行っている。校内
や外周の塀など広域な範囲の塗装を行う。主催は学校運営協議会である。生徒には協議
会長と生徒会長が連名で呼びかけをし、参加者は、生徒、保護者、おやじの会、町会役
員、教職員が参加する大規模な美化活動となる。活動を行う以前は、保護者や地域の方々
の学校を見る目は、外から学校を見ていたようだ。 しかしこの活動をとおし、学校の中
の人（学校関係者）であるとの意識を持っていただけたようである。学校関係者の学校に
対する評価が大きく変化してきた。
0 学校図書館ボランティア
毎週 l日、午前中を使い学校図書館の整備にあたっている。昼には校長、副校長、学
校図書館支援員と給食を共にし、ランチミ ーティングを行い、意見調整をしている。図
書の整理、管理、飾り付け、貸出業務等の後方支援以外に、 「プッカー講習会」等生徒
会図書委員会に向けた活動、読書文芸部を教員である顧問とともに部活動指導にあたっ
ている。
0 朝のあいさつ運動
PTAが一人年に一回の当番で、毎朝校門で朝のあいさつ運動を実施している。校門
では、週番の教員と週番の生徒が登番をしているが、一緒にならび登校してくる生徒に
あいさつの声かけを行っている。スタートは 10数年前の困難期であると問くが、生徒
の様子を見ながら、我が子に限らず声を掛ける機会となっている。
vnボランティア活動の課題と今後
0 生徒会の機能強化
区内各校の生徒会役員による交流会では、各校の活動報告が行われ、他校の活動を参
考にすることができる。他校の取り組みを参考にしながら、より生徒会の機能強化を図
ることで、生徒の自主性を高めることが可能となる。ボランティア参加要請の窓口を生
徒会とするなど、今後の課題とする。
-61 -
—-; 
0 小中連携
中ーギャップといわれる問姪には、小中連携が欠かせない。教員レベルの協議会 ・研
究会を進めるとともに、生徒会レベルでの小中連携を進めることの可能性を探る。小学
校との調整が必要となるが、小学校の補充等に出向き、「赤ペン先生」などの活動も考え
ることができる。
0 部活動で参加できない生徒
部活動によっては、土曜も日曜も練習で参加したくても出来ない生徒が少なくない。
引退後の 3年生の参加を求めることはできるが、部活動単位で参加をしていく形態も考
えられる。
〇卒業後も生きる活動
少年消防隊経験者が、卒業後に地域の消防団員として活躍することはぜひ期待したい。
また、よさこいフェスタでおどり子ボランティアに参加した生徒が、地域の「おどり子
連」に参加している。その他、何らかのかたちで、ボランティア活動、奉仕活動を続け、
社会参加をしていくことで、地域貢献や社会貢献につながってくれるものと考える。
ボランティアを志向する社会は、個人が共同体社会への共感に基づいて、自主的にその
営みに参加し貢献することに価値を置く社会といえる。こうした方向を促進することは、
社会をより望ましいものへと変革していくことにつながるものである。
ボランティア活動は、生涯学習の成果を生かし、深めるのに相応しい場の一つであり 、
学習成果を活用するために、ボランティア活動を推進していくための方策を検討すること
が重要な課題である。
学校は、ボランティアを志向する社会をさらに進めていくためにも、人々のあらゆる場
における学習活動を振興することが必要であり、学習によって得た知識や技術などの成果
を積極的にボランティア活動に生かすことができるようなシステムの構築も必要となる。
学校におけるボランティア活動の推進は、今後ますます重要な課題となってくる。
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